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　これまでも地方創生の取り組みとして、山梨県をはじめ県内市町村は、東京圏等からの移住・定住の推進に積極的
に取り組んできましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大によって、東京等大都市への過度な人口集中に伴うリスク
が再認識されるとともに、テレワーク等により、地方への移住やワークライフバランスへの関心が高まっております。
　今回の特集は、こうした機を捉え、山梨への新たなひとの流れを創り出すため、アフターコロナを踏まえた県の取り
組み等紹介します。

「アフターコロナの移住・定住」
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そ
こ
で
、
本
県
で
は
新
た
に
、
や
ま
な
し
自
然
首
都

圏
構
想
研
究
会
（
※
１
）
で
の
議
論
も
踏
ま
え
、
豊
か

な
自
然
環
境
や
近
い
将
来
に
訪
れ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
開
業
な
ど
、
他
県
に
は
な
い
優
位
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
取
り
組
む
大
企
業
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重
点

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設
定
し
、「
二
拠
点
居
住
（
※
２
）」

を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。	

（
※
１
）	ウ
ィ
ズ
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
対
応
し
た
、
首

都
と
地
方
の
新
し
い
関
係
性
を
大
き
な
テ
ー
マ
と

し
、
今
後
の
生
活
、
経
済
、
文
化
、
教
育
な
ど
す
べ

て
を
変
え
る
New 

Norma
l
と
し
て
、
山
梨
が

ど
う
い
う
価
値
を
提
供
で
き
、
ど
う
実
現
す
る
の
か

研
究
す
る
。
現
在
は
、「
自
然
首
都
圏
構
想
推
進
部

会
」「
二
拠
点
居
住
推
進
部
会
」
の
2
部
会
を
開
催
。

（
※
２
）	都
市
部
と
地
方
部
に
２
つ
の
拠
点
を
持
ち
、
ど
ち

ら
の
拠
点
に
も
仕
事
・
生
活
の
拠
点
を
置
く
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
。

　
二
拠
点
居
住
・
移
住
の
推
進
の
た
め
、
次
の
３
つ
の

ス
テ
ッ
プ
に
よ
り
、
戦
略
的
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
迅

速
か
つ
機
動
的
・
弾
力
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　

二
拠
点
居
住
・
移
住
の
推
進
に
あ
た
り
、
ま
ず
は

本
県
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
実
施

し
て
い
る
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
２
年
８
月
に

は
、（
株
）
エ
フ
エ
ム
東
京
及
び
（
株
）
第
一
プ
ロ
グ

レ
ス
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

T
O
K
Y
O 

F
M
で
、
本
県
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
実

現
し
て
い
る
二
拠
点
居
住
者
、
移
住
者
の
事
例
を
紹
介

す
る
新
番
組
『
デ
ュ
ア
ル
で
ル
ル
ル
♪
』
を
ス
タ
ー
ト

す
る
と
と
も
に
、
雑
誌
『
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｓ
』
と
の
連
携
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
契
機
と
し

て
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
急
速
な
普
及
、
遠
隔
教
育
の
実
施
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
拡
大
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
導
入
促
進
な
ど
、

人
々
の
行
動
様
式
に
は
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
都
市
圏
の
感
染
症
に
対
す
る
脆
弱
さ
が
明

ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
大
都
市
圏
へ
の
一
極
集
中
が
見

直
さ
れ
、
実
際
に
東
京
都
で
は
、
夏
頃
よ
り
転
出
超
過

の
傾
向
が
現
れ
始
め
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
特
に
東
京
圏
へ
の
人
口
流
出
が
続

い
て
き
た
本
県
で
は
、
将
来
を
見
据
え
、
社
会
の
変
化

に
的
確
に
対
応
し
、
一
極
集
中
か
ら
分
散
へ
の
流
れ
を

確
実
に
つ
か
み
取
る
こ
と
で
、
人
口
流
入
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
取
り
組
み
と
な
る
。

二拠点居住の推進について

山梨県リニア交通局
地域創生・人口対策課	 副主幹	 伊東 みき
リニア未来創造・推進課	 主任	 松本 哲明
　　　　　　　　　	 主事	 大森 　凌
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興
味
・
関
心
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来
年
度
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
二
拠
点
居
住
の
優
位

性
や
、
県
・
市
町
村
の
支
援
内
容
等
を
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
東
京
事
務
所
内
に

設
置
す
る
二
拠
点
居
住
推
進
セ
ン
タ
ー
の
専
任
の
職
員

が
、
東
京
圏
の
企
業
を
直
接
訪
問
し
、
積
極
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
い
な
が
ら
受
け
入
れ
側
と
の
橋
渡
し
も

行
っ
て
い
く
。

　

地
方
で
の
暮
ら
し
を
意
識
し
た
き
っ
か
け
と
し
て
、

お
よ
そ
５
人
に
１
人
が
「
旅
行
が
き
っ
か
け
」
と
回
答

（
※
３
）
し
て
お
り
、
二
拠
点
居
住
・
移
住
に
向
け
た
意

欲
の
さ
ら
な
る
醸
成
の
た
め
に
は
、
観
光
等
に
よ
る
本

県
へ
の
訪
問
・
滞
在
を
通
じ
て
、
そ
の
魅
力
を
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
旅
行
や
働
き
方
の
新
し
い
ス
タ
イ

ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
※
４
）

は
、
お
試
し
移
住
と
し
て
の
側
面
も
持
つ
こ
と
か
ら
、

本
県
で
は
こ
れ
を
二
拠
点
居
住
に
向
け
た
段
階
的
取
り

組
み
と
し
て
捉
え
、
研
究
の
場
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
現
在
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
県
内
に
お
け
る
推
進

体
制
の
整
備
の
た
め
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
材
の
育
成
や
体
験
プ
ラ
グ
ラ
ム
の
造

成
、宿
泊
施
設・キ
ャ
ン
プ
場
に
お
け
る
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
の
整
備
に
係
る
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
来
年
度
に
は
、
本
県
へ
の
関
心
を
持
つ
企
業
に
本
県

を
訪
れ
、
体
験
し
て
も
ら
い
、
県
内
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
も
提
供
す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

よ
り
、
二
拠
点
居
住
・

移
住
を
検
討
し
て
い

る
首
都
圏
の
方
々
を

対
象
に
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

経
験
者
と
の
交
流
等

を
通
じ
、
山
梨
の
暮

ら
し
を
体
感
し
て
も

ら
う
た
め
の
ツ
ア
ー

を
開
催
し
た
。

　
ま
た
、「
T
R
Y
！
Y
A
M
A
N
A
S
H
I
!
」
を

テ
ー
マ
に
、
本
県
で
の
二
拠
点
居
住
等
の
新
た
な
挑
戦

を
呼
び
か
け
る
動
画
を
作
成
し
、
2
月
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
し
て
い
る
ほ
か
、
東
京
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｗ
Ｅ

Ｂ
や
雑
誌
、
新
聞
な
ど
で
の
集
中
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
お
り
、
3
月
に
は
二
拠
点
居
住
の
推
進

等
の
施
策
情
報
を
総
合
的
に
提
供
す
る
「
や
ま
な
し
未

来
創
造
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
」を
開
設
し
た
。

ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
柔
軟
に
期
間
を
設

定
で
き
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
お
試
し
体
験
事

業
を
創
設
し
、
宿
泊
費
や
交
通
費
な
ど
の
経
費
の
支
援

に
よ
り
体
験
を
促
す
こ
と
で
、
本
格
的
な
二
拠
点
居
住

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

（
※
３
）	内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務

局
「
移
住
等
の
増
加
に
向
け
た
広
報
戦
略
の
立
案
・

実
施
の
た
め
の
調
査
事
業
報
告
書
」（
令
和
２
年
5

月
15
日
公
表
）

（
※
４
）	
W
o
r
k（
仕
事
）と
V
a
c
a
t
i
o
n（
休
暇
）

を
合
わ
せ
た
言
葉
で
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地
や
温
泉

地
な
ど
で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
こ
と
。

　
訪
問
・
滞
在
を
通
じ
て
、
最
終
的
に
二
拠
点
居
住
・

移
住
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
本
年
度
は
、
小
規
模
オ
フ
ィ

ス
や
社
宅
の
取
得
、
借
り
上
げ
な
ど
に
対
す
る
新
た
な

助
成
メ
ニ
ュ
ー
を
産
業
集
積
促
進
助
成
金
制
度
に
設
け

た
ほ
か
、
廃
校
舎
や
公
民
館
、
空
き
家
等
を
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
す
る
際
の
改
修
経
費
の
助
成

な
ど
、
様
々
な
支
援
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
、
本
県
で
は
創
業
を
後
押
し
す
る
た
め
、

登
記
な
ど
会
社
設
立
費
用
を
実
質
無
償
化
す
る
全
国

的
に
例
の
な
い
制
度
を
新
設
し
て
お
り
、
来
年
度
は
さ

ら
に
、
本
県
で
の
新
た
な
挑
戦
に
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
等
に
対
し
て
、
実
証
実
験
を
行
う
フ
ィ
ー

ル
ド
の
提
供
や
斡
旋
、
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
に

つ
い
て
企
業
に
寄
り
添
っ
た
ハ
ン
ズ
オ
ン
型
の
支
援

を
実
施
し
、
実
験
費
用
に
つ
い
て
も
助
成
す
る
な
ど
、

「デュアルでルルル♪１泊２日のやまなし暮らし
のぞき見ツアー」の様子

「デュアルでルルル♪」のスタジオの様子
（日曜朝8:30 〜 8:55放送）

S
T
E
P
２ 

● 

訪
問・滞
在

コメンテーター：堀口正裕氏
（「TURNS」プロデューサー）

パーソナリティ：ハードキャッスルエリザベス氏
（フリーアナウンサー、本県で勤務・居住を経験）

S
T
E
P
３ 

● 

二
拠
点
居
住・移
住
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企
業
活
動
の
面
か
ら
も
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
く
。

　
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
山
梨
定
住
機
構
の
機
能
を
拡
充

し
、
企
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
溶
け

込
む
お
手
伝
い
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
企
業
の
受
け
入
れ
を
支
援
す
る
人
材
を
育
成

す
る
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

　

二
拠
点
居
住
の
推
進
は
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を

創
出
し
、
都
市
部
の
感
染
リ
ス
ク
の
低
減
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
地
方
の
活
性
化
に
も
資
す
る
W
i
n
︲

W
i
n
の
関
係
が
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
何
よ
り

も
人
々
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
向
上
さ
せ
る
有
力
な
手
段
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
は
本
年
度
、
や
ま
な
し
自
然
首

都
圏
構
想
研
究
会
や
山
梨
県
デ
ュ
ア
ル
ベ
ー
ス
タ
ウ
ン

研
究
会
な
ど
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見
な
ど
を
も
と

に
、
二
拠
点
居
住
の
推
進
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方

や
施
策
、
事
業
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
市
町

村
や
関
係
団
体
等
と
共
有
し
な
が
ら
、
来
年
度
以
降
は

県
全
体
で
二
拠
点
居
住
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
社
会
制
度
に
あ
っ
て
は
、
医
療
や
介
護
、

教
育
、
仕
事
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
現
行
の

あ
ら
ゆ
る
制
度
が
「
定
住
」
を
前
提
に
作
ら
れ
て
い
る

と
い
う
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
都
道
府
県
等
と

も
連
携
す
る
中
で
、
国
に
対
し
て
、
財
政
支
援
の
拡
充

や
法
整
備
、
規
制
緩
和
な
ど
の
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

3 

今
後
の
展
望

テストベッド・二拠点居住の東京圏へのプロモーションとして、特急あずさ等の
車両内に掲出しているポスター（3/1（月）〜 3/30（火））
※テストベッド：実際の運用環境に近い状態で先端技術の実証実験を行う場のこと

やまなし未来創造インフォメーションサイトでは、計11本のPR動画も
順次公開していますので、右のQRコードから是非ご覧ください!
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こ
と
、
空
き
家
を
活
用
す
る
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
に

は
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
う
し
た
民
間
事
業
者
と
官

民
が
連
携
し
て
空
き
家
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
「
～
官
民
連
携
～
空
き
家
活
用
ビ
ジ
ネ

ス
！
」（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
で
す
。

　
本
事
業
に
は
、
空
き
家
を
活
用
す
る
民
間
事
業
者
を

認
定
す
る
認
定
制
度（
※
1
）と
、

認
定
事
業
者
に
空
き
家
を
賃
貸

等
（
※
2
）
提
供
す
る
た
め
に

必
要
な
改
修
費
用
に
つ
い
て
所

有
者
（
個
人
に
限
る
。）
に
補
助

金
を
交
付
す
る
補
助
制
度
（
※

3
）
が
あ
り
ま
す
。（
図
1
）

　

ス
キ
ー
ム
は
、
ま
ず
、
県
が

事
業
者
を
認
定
し
、
公
表
し
ま

す
。
認
定
さ
れ
た
事
業
者
に
対

し
て
は
、
県
、
市
町
村
、
不
動

産
業
団
体
か
ら
県
内
の
空
き
家

情
報
を
提
供
し
、
認
定
事
業
者

と
空
き
家
所
有
者
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
り
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ

が
成
功
し
、
空
き
家
を
改
修
す

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

補
助
金
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

（
※
1
）	「
や
ま
な
し
創
生
官
民
連

携
空
き
家
活
用
事
業
認
定
要
綱
」
に
基
づ
き
認
定

す
る
制
度
で
、
複
数
市
町
村
の
空
き
家
を
活
用
す

る
見
込
み
が
あ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

認
定
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
2
）	

賃
貸
の
ほ
か
に
運
営
委
託
な
ど
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

（
※
3
）	「
山
梨
県
官
民
連
携
空
き
家
活
用
促
進
事
業
費
補
助

金
交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
補
助
金
を
交
付
す
る
制

度
で
、
改
修
し
た
用
途
で
10
年
以
上
活
用
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、「
月
額
４
万
円
で
全
国
住
み
放
題
」

と
い
う
住
ま
い
の
サ
ー
ビ
ス
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
こ
れ
は
、
令
和
2
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
県
の
新
規
事
業
「
や
ま
な
し
創
生
官
民
連
携
空
き
家

活
用
事
業
」
の
認
定
を
取
得
し
た
（
株
）
ア
ド
レ
ス
（
東

京
都
千
代
田
区
）
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
同
社

で
は
、
全
国
の
空
き
家
や
別
荘
を
所
有
者
か
ら
借
り
受

け
、サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
制
（
定
額
会
員
制
）
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
運
営
し
、「
多
拠
点
居
住
生
活
」
と

い
う
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を
通
じ
た
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
空
き
家
が
社
会
問
題
と

し
て
注
目
さ
れ
る
中
、
こ
の
よ
う
に
空
き
家
を
活
用
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
が
現
れ
始
め
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
空
き
家
活
用
の
担
い
手
は
民
間
で
あ
る

～官民連携～
空き家活用ビジネス！の
　　　　取り組みについて

山梨県県土整備部住宅対策室
主査　彈塚　崇

特集 02経
緯

取
り
組
み
内
容

図1

認
定
制
度

補
助
制
度

（※1）

（※3）

ー 認定基準 ー
●  県内で複数の空き家を活用する見込みのあるビジネス
●  地域の課題解決や地域の活性化等に貢献するビジネス

認定されると・・・・

ー 補助制度概要 ー
●  認定事業者に空き家を 10年以上賃貸等※２提供する目的で所有者が行う改修に
　対し、県が補助金を交付する
　〈補助対象者〉	 ・・・	 空き家所有者（個人に限る）
　〈補助率〉	 ・・・	 通常枠 : 改修費用の 2/3以内（上限250万円）
　	 ・・・	 特別枠 : 改修費用の 3/4以内（上限500万円）
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本
事
業
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
追

加
の
予
算
確
保
と
制
度
拡
充
（
※
4
）
を
図
り
ま
し
た
。

（
※
4
）	

従
前
の
補
助
率
2
/
3
（
上
限
2
5
0
万
円
）
の

通
常
枠
に
加
え
、
令
和
3
年
12
月
28
日
の
申
請
受

付
分
ま
で
期
間
限
定
の
特
別
枠
と
し
て
「
移
住
・

二
拠
点
居
住
・
関
係
人
口
の
増
加
な
ど
、
東
京
一

極
集
中
の
是
正
に
繋
が
る
施
設
へ
の
空
き
家
改
修
」

に
関
し
、
補
助
率
3
/
4
（
上
限
5
0
0
万
円
）

に
拡
充
し
て
い
ま
す
。

　
本
稿
執
筆
時
点
（
令
和
2
年
12
月
末
）
で
、
3
者
の

事
業
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。（
表
）

　
本
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
直
後
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
・
経
済
の
あ
り
方
は
一
変

し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
国
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
生
活
意
識
も
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
伴
い
、
大
都
市
圏
（
特
に

東
京
圏
）
で
は
地
方
の
空
き
家
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
移
住
、
二
拠
点
居
住
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

や
企
業
・
店
舗
移
転
等
に
伴
う
空
き
家
活
用
の
動
き
が

活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
で
は
こ
う
し
た
変
化
を
好
機
と
捉
え
、

認
定
事
業
に
つ
い
て

課
題
と
展
望

認定事業者一覧
(株)SHOEI
（甲府市）

自社運営サイト「forMiRAI」で募集した
“空き家を活用したい人”と“空き家及び
その地域”を繋ぐ、空き家活用の総合プロ
デュースを手掛ける。現在は、甲府市愛宕
町にある隣接した3棟の空き家を使って、
シェアハウスやイベントスペースに改修
する「結PROJECT」が進行中で、山梨への
移住や二拠点居住を検討する者の入居を
期待し、入居者が地域住民とともにArt（文
化芸術）やAgriculture（農業）を体験でき
る施設を整備しようと取り組んでいる。

(株)VivitBase
（甲府市）

「半分、山梨。深く、山梨」をコンセプトに、
県内の様々な地域の空き家を活用し、山梨
の暮らしを日替わり、週替わりで体験でき
る滞在体験型サービスの整備に取り組ん
でいる。現在は、甲斐市や笛吹市などの空
き家でプロジェクトが進行中で、各施設で
は滞在者と地域住民の交流を仕掛けるス
ペースや、近隣の農家やワイナリーなどと
連携した滞在者向けの各種体験サービス
を企画しており、滞在者の移住、二拠点居
住に繋げていくことを狙っている。

(株)アドレス
（東京都）

全国100か所以上の「拠点」と呼ばれる空
き家を活用したシェアハウスなどの滞在
施設を有す。各拠点には家守（やもり）と呼
ばれる管理人がおり、この家守が滞在者と
地域をつなぐ役割を担い、滞在者にとって
の第二、第三の故郷を創生し、関係人口の
創出、都市と地方の人口のシェア（共有化）
を狙っている。

　
な
お
、
前
述
の
と
お
り
国
民
の
地
方
へ
の
関
心
の
高

ま
り
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
現
在
も
多
く
の
企
業
か
ら
認
定
取
得
に
向
け
た
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
、
認
定
事
業
者

は
増
え
て
い
く
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
需
要
が
あ
る
一
方
で
、
活
用
で
き
る
空
き
家
は
不
足

し
て
い
ま
す
。

　
道
路
に
接
し
て
い
な
い
な
ど
立
地
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
の

成
立
が
難
し
い
も
の
、
老
朽
化
が
著
し
く
新
築
以
上
に

改
修
費
が
か
か
る
も
の
な
ど
は
活
用
が
困
難
で
す
が
、

立
地
や
状
態
が
良
い
空
き
家
で
あ
っ
て
も
「
倉
庫
代
わ

り
に
使
っ
て
い
る
」、「
盆
暮
れ
正
月
な
ど
年
に
数
回
使

う
こ
と
が
あ
る
」、「
将
来
、
親
族
の
誰
か
が
使
う
か
も

し
れ
な
い
」
な
ど
活
用
に
踏
み
出
せ
な
い
空
き
家
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
は
、「
倉
庫
と
し
て
使
っ

て
い
な
い
部
分
」、「
盆
暮
れ
正
月
以
外
の
使
っ
て
い
な

い
期
間
」、「
将
来
、
親
族
の
誰
か
が
使
う
ま
で
の
期
間
」

と
い
っ
た
ス
キ
マ
空
間
や
ス
キ
マ
時
間
を
認
定
事
業
者

が
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
で
解
決
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
を
活
用
す
る
上
で
一
番
の
障
害
は
、
活
用
に

際
し
て
初
期
投
資
（
改
修
コ
ス
ト
等
）
が
必
要
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
県
で
は
、
こ
の
初
期
投
資
部
分
を

軽
減
す
る
た
め
補
助
制
度
を
設
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
所
有
者
に
は
一
定
の
自
己
負
担
（
※
5
）
が
生
じ
、

こ
れ
を
数
年
か
け
て
認
定
事
業
者
が
生
み
出
す
収
益
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
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し
た
制
度
と
し
て
い
る
た
め
、
資
本
力
を
必
要
と
す

る
買
取
型
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど

中
小
・
個
人
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
立
が
見
込
め
る
借

上
型
を
想
定
し
た
制
度
と
し
て
お
り
、
活
用
の
た
め

の
改
修
費
用
は
所
有
者
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

W
I
N
の
関
係
と
な
る
事
例
を
少
し
で
も
多
く
実
現

し
、
空
き
家
の
活
用
が
広
く
認
知
さ
れ
、
普
及
し
、
移

住
・
二
拠
点
居
住
者
の
増
加
、
ひ
い
て
は
地
域
の
活
性

化
に
資
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
※
５
）	

本
事
業
で
は
、
複
数
の
空
き
家
の
活
用
を
前
提
に

一
部
で
回
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
初
期
投
資

と
投
資
回
収
に
お
い
て
は
当
然
リ
ス
ク
が
伴
い
、
そ
こ

3

3

ま
で
し
て

3

3

3

3

空
き
家
を
活
用
し
よ
う
と
奮
い
立
つ
所
有
者

は
少
な
く
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
「
活
用
で
き
る
空
き

家
は
不
足
し
て
い
る
」
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

　

そ
れ
で
も
す
で
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
る

事
案
で
は
、
所
有
者
が
本
事

業
に
共
感
し
、
地
域
の
た
め

に
な
る
な
ら
と
立
ち
上
が
っ

て
く
れ
て
お
り
、
現
在
、
こ

う
し
た
空
き
家
所
有
者
を
募

集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
図
2
）

　

空
き
家
の
存
在
は
、
固
定

資
産
税
、
建
物
や
庭
の
管
理

な
ど
所
有
者
に
と
っ
て
の
負

担
だ
け
で
な
く
、
地
域
活
力

の
低
下
や
エ
リ
ア
価
値
の
低

下
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
地

域
に
と
っ
て
も
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
空
き

家
を
使
っ
て
収
益
を
生
み
出

し
、
地
域
を
活
性
化
し
よ
う

と
す
る
本
事
業
は
決
し
て
簡

単
に
は
実
現
し
な
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
施
策
で
す
。
県

で
は
、
本
事
業
を
通
し
、
所

有
者
、
認
定
事
業
者
そ
し
て

地
域
が
W
I
N
︲
W
I
N
︲
図2
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〇	

都
市
部
に
は
立
地
・
機
能
が
充
実
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
が
多
数
あ
り
、
利
用
者
の
自
宅
近
く
に
施

設
が
あ
れ
ば
、
地
方
ま
で
出
向
く
必
要
性
が
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
る
と
、
拙
速
に
従
来
通
り

の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
整
備

し
た
場
合
、
十
分
な
利
用
者
が
確
保
で
き
な
い
可
能
性

が
高
く
、厳
し
い
運
営
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
既
存
施
設
や
計
画
中
の
施
設
と
競
合
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
進
む
と
、
個
人
に
と
っ

て
「
よ
り
よ
い
環
境
」
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、「
も
っ
と
集
中
で
き
る
場
所
」、「
も
っ
と
空

気
が
良
い
場
所
」、「
も
っ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ

た
場
所
」
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
と
合
わ
せ
て
、
昨
今
の
ア
ウ
ト
ド

ア
市
場
の
拡
大
と
人
込
み
を
避
け
た
キ
ャ
ン
プ
の
需
要

の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
都
留
市
の
立
地
や
本
市
の
85
％

を
占
め
る
山
林
を
活
用
し
て
、
他
と
の
差
別
化
を
図
り

選
ば
れ
る
「
働
き
方
」
と
「
働
く
場
」
の
提
供
・
提
案

が
で
き
る
施
設
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に

至
り
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
東
京
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
山
林
資
源
を

活
用
し
、
換
気
の
必
要
の
な
い
開
放
さ
れ
た
森
林
空
間

で
密
を
避
け
た
働
く
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既

存
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
枠

組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
し
い
働
き
方
を
提
案
し
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
速
な
拡
大
と
、

そ
の
対
策
は
新
し
い
生
活
様
式
を
誘
発
し
、
企
業
や

個
人
の
働
き
方
に
大
き
な
変
革
の
時
期
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
感
染
症
収
束
後
も
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
働

き
方
が
主
流
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
都
市
か
ら

地
方
へ
の
社
会
機
能
の
分
散
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
、
地

方
へ
の
回
帰
に
対
す
る
機
運
を
高
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
市
の
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
関
係
人
口
対
策
推
進

事
業
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
、
逆
境
を
飛
躍
の
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
え
、
社
会
背
景
を
踏
ま
え
た
新
た
な
日
常

に
お
け
る
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
官
民
連
携
の
取
組
と
し

て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
事
業
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
当
初
は
空
き
家
・
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
を
検

都留市のワーケーション等
　　関係人口対策推進事業

都留市総務部企画課つる創生推進室
主査　森嶋 昭人
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討
し
ま
し
た
が
、
想
定
さ
れ
る
課
題
と
、
市
内
外
の
企

業
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
等
を
整
理
し
、
現
在
の
内

容
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
想
定
さ
れ
た
課
題
は
次
の
通

り
で
す
。

〇	

既
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
民
間
企
業
・
自
治
体
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
施
設
の
乱
立
に
よ
る

地
域
間
の
競
争
の
激
化
が
想
定
さ
れ
る
。

〇	

本
市
に
お
い
て
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
る
が
、
施

設
単
体
の
収
益
だ
け
で
は
な
く
、「
田
舎
暮
ら
し
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
養
成
講
座
」
と
い
う
、
田
舎
で
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
と
し
て
稼
ぐ
力
を
養
成
す
る
講
座
の
ソ
フ

ト
事
業
と
セ
ッ
ト
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

〇	

コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
市
が
建
設
を
予
定
し
て
い
る
、

地
域
交
流
拠
点
事
業
の
中
に
も
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
施
設
を
整
備

し
た
場
合
、
市
内
の
施
設
同
士
で
競
合
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
ご
と
の
棲
み
分
け
と

連
携
が
必
要
。

〇	

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
者
と
し
て
は
、
在
宅
勤

務
が
可
能
な
企
業
の
社
員
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
の
中

で
、
通
信
環
境
の
問
題
等
で
自
宅
に
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
人
や
、
施
設
プ
ラ
ス
α
の
機
能
（
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
等
）
を
求
め
る
人
が

想
定
さ
れ
る
。

１ 

経
緯

３ 

事
業
の
概
要

２ 

事
業
推
進
の
課
題
と
整
備
方
針
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都
市
部
の
企
業
等
を
誘
致
し
て
、
交
流
人
口
・
関
係
人

口
を
増
加
さ
せ
、
将
来
的
な
移
住
や
二
地
域
居
住
や
企

業
誘
致
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
市
が
設
置
し
、
温
泉
施
設
等
が
整
備

さ
れ
て
い
る
、「
都
留
市
都
留
戸
沢
の
森
和
み
の
里
」

隣
接
地
の
山
林
を
含
む
遊
休
市
有
地
内
に
、
キ
ャ
ン
プ

場
を
併
設
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
受
入
体
制

を
兼
ね
備
え
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果
も
併
せ
て
狙
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
新
し
い
形
で
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
モ
デ
ル
的
に
整
備
し
、
そ
の
有
効
性

を
検
証
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫
を
引
き

出
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
官
民
連
携
の
手
法
を
用
い

る
こ
と
し
ま
し
た
。

　
施
設
の
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
最
低
限
の
イ
ン
フ

ラ
（
敷
地
造
成
、上
下
水
、

電
気
通
信
環
境
な
ど
）
は

市
が
整
備
し
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
や
付
随
す
る

機
能
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
民
間
事
業
者

等
か
ら
の
企
画
提
案
を
募

集
し
、
選
定
さ
れ
た
事
業

者
に
対
し
、
用
地
を
有
償

で
貸
付
け
、
市
が
施
設
整

備
費
等
の
補
助
を
行
い
、

整
備
を
進
め
る
方
式
を
採

用
し
ま
し
た
。

　
既
に
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
受
付
け
、
審
査

委
員
会
を
経
て
事
業
者
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
来
年
夏

の
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
目
途
に
、
事
業
者
と
協
議
を
進

め
る
中
、
ハ
ー
ド
面
は
市
整
備
部
分
や
事
業
者
整
備
部

分
の
設
計
業
務
を
進
め
て
お
り
、
今
後
本
格
的
な
整
備

に
進
む
予
定
で
す
。

　
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
都
市
部
の
企
業
の
誘
致
の

手
法
、
既
存
施
設
と
の
連
携
、
市
内
住
民
や
市
内
大
学

生
と
の
協
力
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
業
者
が
中
心
と
な
り
、
施
設
運
営
の
た
め
の
法
人
の

立
ち
上
げ
や
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る
た
め
学
生
な

ど
を
交
え
た
任
意
の
団
体
の
設
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
最
近
よ
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分
に
普
及
し

て
い
る
と
は
い
え
ず
、
現
時
点
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
先
行

し
て
お
り
、
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
明
確
な

定
義
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
施
設
が
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
の
有
り
方
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
も
の
と
な
る
よ
う
、
本
事
業
を
推
進
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

４ 

今
後
の
展
望

候補地の市有地

選定された事業者の提案内容

候補地周辺の状況

候補地（都留市戸沢地内、芭蕉月待ちの湯付近）
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の
呼
び
込
み
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
山

梨
県
に
お
い
て
も
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
に
よ

り
、
県
内
の
多
く
の
地
域
が
東
京
か
ら
１
時
間
圏
内
と

な
る
こ
と
か
ら
、
大
月
市
を
県
内
に
お
け
る
今
後
の
取

り
組
み
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
定
め
、「
山
梨
県
デ
ュ

ア
ル
ベ
ー
ス
タ
ウ
ン
（
※
）
研
究
会
」
を
設
置
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

※	

都
市
部
に
も
拠
点
を
も
ち
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
の
あ
る

山
梨
に
住
み
、
働
く
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て
都
市
部
の

オ
フ
ィ
ス
や
会
議
に
行
く
よ
う
な
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
対
応
で
き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

送
れ
る
ま
ち
を
指
す
（
造
語
）

　
第
１
回
研
究
会
は
本
市
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
提

起
し
、
第
２
回
に
お
い
て
は
先
進
地
で
あ
る
福
島
県
田

村
市
の
「
田
村
市
テ
レ
ワ
ー
ク
タ
ウ
ン
化
構
想
」
に
お

け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
「
テ
ラ
ス
石
森
」
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
テ
ラ
ス
石
森
に
つ
い
て

は
13
社
の
入
居
が
あ
り
、
中
に
は
市
内
で
起
業
し
た

法
人
も
お
り
大
き
な
成
功
事
例
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

Sw
itch

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
法
人
が
管
理
運
営
を
し

て
お
り
、
本
市
が
目
指
す
べ
き
一
つ
の
形
で
あ
ろ
う
と

大
変
参
考
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
第
３
回
に

お
い
て
は
、
市
内
に
点
在
す
る
遊
休
資
産
の
う
ち
、
活

用
候
補
と
な
り
得
る
も
の
を
選
定
し
、
ど
の
よ
う
な
活

用
が
望
ま
し
い
か
議
論
し
ま
し
た
。
第
４
回
に
つ
い
て

は
改
修
施
設
を
決
定
し
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
改
修
方

法
が
良
い
か
、
ま
た
、
運
営
方
法
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど

も
、
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
な
状
況
に
至
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

出
現
に
よ
り
、N

ew
 N

orm
al

（
新
し
い
生
活
様
式
）

が
求
め
ら
れ
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
も
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
の
在
宅
勤
務
や
企
業
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
に

よ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
設
立
な
ど
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
革
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
る

よ
う
に
、
東
京
都
の
人
口
は
５
か
月
連
続
で
転
出
超
過

と
な
っ
て
お
り
東
京
１
極
集
中
か
ら
分
散
へ
と
移
行
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
東
京
か

ら
１
時
間
圏
内
と
い
う
条
件
を
生
か
し
、
企
業
や
個
人

　
２
０
４
０
年
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

に
お
け
る
本
市
の
人
口
予
測
は
１
３
，
１
９
３
人
と

な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
問
題
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
市
固
有
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
解

決
に
向
け
て
、
２
０
１
５
年
に
「
大
月
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
２
０
４
０
年
の
目
標
人
口
を
１
９
，

０
０
０
人
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市

に
お
け
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
方
創
生

交
付
金
の
活
用
や
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
、
移
住
定
住
促

進
補
助
金
に
加
え
、
移
住
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置

や
首
都
圏
に
お
け
る
移
住
相
談
会
に
参
加
す
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
近
年
は
、
転
入
者

が
増
加
傾
向
に
転
じ
る
な
ど
一
定
の
効
果
を
感
じ
つ
つ

デュアルベースタウン推進に向けた
大月市の取り組みについて

大月市総務部企画財政課
　主幹　杉本 孝文
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は
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研
究
会
の
取
り
組
み
内
容

国立社会保障・人口問題研究所による人口推計
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に
つ
い
て
も
議
論
し
、
第
５
回
に
お
い
て
は
デ
ュ
ア
ル

ベ
ー
ス
タ
ウ
ン
推
進
に
お
け
る
市
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
全

体
的
な
方
向
性
を
決
定
し
た
旨
を
報
告
し
、
多
く
の
意

見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
需
要
が
高
ま

る
一
方
で
、
多
く
の
自
治
体
が
こ
れ
ら
を
獲
得
す
る
た

め
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
山
梨
県
デ
ュ
ア
ル
ベ
ー

ス
タ
ウ
ン
研
究
会
に
お
い
て
、
施
策
の
展
開
や
施
設
整

備
を
計
画
す
る
際
に
は
、
地
理
的
特
性
や
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
検
討
し
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
や
ス
ト
ー
リ
ー
を

打
ち
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
本
市
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
交
通
の

要
衝
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
「
物
流
と
人
流
の
ハ
ブ

機
能
を
持
っ
た
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
シ
テ
ィ
の
確
立
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
物
流
拠
点
と
な
る
企
画
を
展
開
し
、
都
市

と
地
方
の
産
業
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
結
節
機
能
を

人
々
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
を
打
ち
出
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

物
流
に
お
い
て
は
小
規
模
物
流
を
想
定
し
て
お
り
、

大
月
市
周
辺
に
あ
る
地
場
産
品
を
首
都
圏
に
向
け
輸
送

す
る
企
画
を
展
開
す
る
事
業
者
、
人
流
に
つ
い
て
は
、

主
に
観
光
を
想
定
し
て
お
り
、
本
市
に
建
設
中
の
大
規

模
宿
泊
施
設
を
拠
点
に
周
辺
地
域
の
観
光
企
画
を
展

開
す
る
事
業
者
が
集
ま
る
こ
と
で
目
指
す
べ
き
姿
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　　

こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す
る
た
め
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
拠
点
が
必
要
に
な
る
と
考
え
、
市
内

の
遊
休
施
設
の
利
活
用
を
実
践
し
、「
百
聞
は
一
見
に

如
か
ず
」
の
施
設
に
な
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
大
月
駅
に
程
近

い
浅
利
教
員
宿
舎
を
改
修
し
、
お
試
し
利
用
の
役
割
を

兼
ね
た
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
全
10
室
の
う
ち
オ
フ
ィ
ス
と
居
住
ス
ペ
ー

ス
の
２
室
を
１
組
と
し
、
４
組
貸
出
し
、
残
り
の

２
部
屋
の
う
ち
１
部
屋
は
管
理
人
室
、
共
用
会
議
室

と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
利
用
者
の

共
用
ス
ペ
ー
ス
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
交
流
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
市
が
積
極
的
に
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
産
業
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
最
も
重
要
と
な
る
の
は
、
こ
の
拠
点
の
管
理
運

営
に
加
え
、
ど
の
よ
う
な
局
面
で
、
ど
ん
な
人
材
が
必

要
か
を
見
極
め
、
的
確
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
で
き
る
コ

ア
な
人
材
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ア
人
材
を
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

の
国
の
制
度
を
活
用
し
採
用
、
育
成
す
る
中
で
中
期

的
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
法
人
の
設
立
、
長
期
的
に
は
、

地
域
商
社
の
よ
う
な
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
目
標
を
掲
げ
、

デ
ュ
ア
ル
ベ
ー
ス
タ
ウ
ン
を
推
進
し
、
関
係
人
口
を
創

出
し
て
い
く
中
で
、
移
住
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

目
指
す
べ
き
姿

今
後
の
展
望

視察先


